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(1) 動機：東京市電は市民の足として長らく活躍したか

つての交通手段であるが，東京中心部への人口集

中とともに利用者が増加していた．東京市電は多く

の車両を走らせ利用者の増大に対応したが，その

結果車両の渋滞が起こり日常的に問題となってい

た．しかし現存する史料からは車両の渋滞に関す

る定量的なデータはなく，当時の渋滞状況を把握

することは難しい．そこで本研究では，マルチエー

ジェントシミュレーション（MAS）を用いて昭和初期

の東京市電を再現し渋滞状況の可視化・分析を行

う．また，渋滞解消のために 1931（昭和 6）年に運

転系統の改正が行われたため，運転系統前後で

の比較も行う． 

(2) 方法：MAS は，周囲の状況などに応じて一定のル

ールに基づき行動する主体である「エージェント」

を用いて行う仮想実験を指す．本研究におけるエ

ージェントである車両は，停留場を出発したら加速，

停留場に近づいたら減速などといった基本的な動

作を行なうよう事前に決められたルールに従い行

動する．停留場の停車時間はすべての停留場で

一定とし，シミュレーションを行う 1930 年，1931 年

において走行台数は等しいものとする．当時の路

線ネットワークデータや系統ごとの走行台数等は，

東京市電気局（1931）や東京都交通局（1972）を参

考に作成・設定した． 

(3) 結果と考察：図１(a)は 1930 年の車両の密度分布を

示す．なお，密度は 300 m 四方内の車両数を示し

ている．また，車両の分布は刻一刻と変化するため，

1000 ステップの平均値を用いた．上野から日本橋，

銀座にかけて延びる南北の道路おいて密度の高

い地域が広がっている．メインストリートであるこの

通りでは多くの車両が走行していたことがわかる．

そのほか，日比谷や神保町周辺においても車両の

密度が高かった．図１(b)は 1931 年の車両の密度

分布を示す．概観すると 1930 年と大きな変化はな

いように見えるが，図１(c)の差分をみると運転系統

改正によって，地域よって密度の上下に差があるこ

とがわかる．特に銀座周辺で密度が上昇した一方，

万世橋や上野周辺では低下している．これは運転

系統の改正によって系統の廃止や新設が行われ

た影響であるが，渋滞の対策として行われた運転

系統の改正が必ずしも全域において効果があった

のではなく，限定的であったことが示された． 
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図 1: 車両の密度分布と差分 


